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研究成果の概要（和文）：マクロズーム顕微鏡およびゲート付きCCDカメラを用いた眼底顕微りん光寿命イメー
ジング装置の作製を行い，イリジウム錯体を投与したウサギの眼底のりん光寿命を2次元マップでとらえること
が出来た。この装置で眼底の酸素分圧絶対値が測定できる可能性があり、様々な眼底の虚血疾患の病態を検索す
ることが可能になると考えている。

研究成果の概要（英文）：We could make a two-dimensional map of phosphorescwnce-life time from rabbit
 given iridium complex using CCD camera attached with macro zoom microscope and gate, in order to 
measure oxygen pressure of fundus.

研究分野： 網膜硝子体

キーワード： 眼底　網膜　虚血　りん光　寿命

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
イリジウム錯体 BTP = (btp)2Ir(acac) の赤
色リン光が低酸素環境で発光し、常酸素環
境で消光する特性を利用して、低酸素状態
にある浅部がん組織をイメージングする
ことに成功したと穂坂らは報告した。
（2010 年 Cancer Research） 
２．研究の目的 
我々は、低酸素に陥った網膜組織からその
りん光を検出して様々な網膜虚血疾患の病
態を評価するための新しいツールを作るこ
とが可能ではないかと考えた。 
３．研究の方法 
イリジウム錯体を用いた光学的方法は、細
胞のようなミクロな構造体の特定の部位の
酸素濃度を、低侵襲的かつ高感度に計測で
きる方法として生体計測には非常に有効で
ある。網膜光凝固を用いない網膜虚血モデ
ル動物に数種類のイリジウム錯体を投与し
て、虚血部位からのりん光を検出して、さ
らに実際の臨床で使えるイリジウム錯体を
選定する。虚血に陥った細胞からのりん光
シグナル画像を解析して、網膜の酸素分圧
の測定を可能にすることを目的とする。 
４．研究成果 
マクロズーム顕微鏡を用いた眼底顕微鏡
を用いてりん光寿命イメージングを行っ
た。麻酔下にあるウサギに緑色蛍光を示
すフルオレセイン，および近赤外光領域
に り ん 光 を 示 す イ リ ジ ウ ム 錯 体
（DTTPHPEG24）を同時に投与し，そ
れぞれの発光を観察した。フルオレセイ
ンについては，ウサギ眼底部（主に網膜）
か ら 発 光 が 観 測 さ れ た 。 一 方 ，
DTTPHPEG24 では，視神経乳頭付近の
血管および網膜領域からのりん光寿命イ
メージング画像を得ることに成功した。
ウサギの吸気酸素分圧を変化させたとこ
ろ，りん光寿命もそれに応答して変化し
たことから，今後，DTTPHPEG24 のり
ん光を用いることで，眼底部の酸素分圧
を評価できることが期待される。 
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